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2 分6 秒3 4
男 子200m 個人メドレー
日 本 中 学 記 録 更 新

倉沢利彰さん( 区立第14中学校)
6 月9 日、神戸ボ ートアイランド スポーツセンターで行われた

水泳日本選手権大会で、すばらし い記録が生まれまし た。倉沢利
彰さん( 区立第14中学校3 年生) が男子200m個人メドレ ーを2 分6
秒34の中学新記録で優勝、同400m と合わせて2 冠に輝いたので
す。自己の持つ個人メドレー日本中学記録をもぬりかえた速さの
秘密は、やはり毎日の練習で得たもの。3 歳から泳ぎ 始め、今で
は週6 日、毎日3 時間の練習、距離にすると7000・ も脉いでいる
とのこと。スポーツだけでなく、クラス委員も務めるなど文武両
道にたけた少年です。「まず日本記録をやぶることが第一の目標。
夢はもちろんオリンピ ック出場です」とハキハキ答える口調には
自信があふれていまし た。今年8 月にカナダで開催さ れるパンパ
シフィック選手権に、中学生でただ1 人選ばれ、現在は、その大
会に備えて練習に励む毎日です。がんばれ倉沢利彰さ んZ/

中
学
生
と
は
思
え
な
い
迫
力
の
あ
る
ス
ト
ロ
ー
ク

「夢 は オ リ ン ピ ッ ク 出 場 で す 」と 語 る

倉 沢 さ ん 笑 顔 も さ わ や か で す

逆三角形の上半身に引き締まつ£
足首はまさに練習の成果

1998年　冬季オリンピック開催地

長野に決定
友好自治体
山ノ内町 も

競技会場に

6月16日、午前3時28分一1998年一今
世紀最後のオリンピック開催地が長野に
決まりました。日本でのオリンピック開
催は、札幌大会以来26年ぶり。回転や大
回転などのスキー競技の会場として予定
されている足立区の友好自治体山ノ内町　
( 志賀高原) でも、町をあげて開催地決
定を祝いました。足立区内の皆さんにも
ステッカーによるアピールや、署名運動
などでご協力いただきありがとうござい
ました。長野オリンピックの会期は、19
98年2月7日～22日( 16日間) 、会場は、
志賀高原や白馬など長野市内を中心に半
径40km以内で行います。

オリンピックが長野に決定し
山ノ内でも数々のイベントが
行われました

スキー競技の会場に予定さ|
れている志賀高原スキー場

第13 回

足 立 の 花火 大 会
7 月25 日( 木)
荒天の場合は26 日
午後7時15分～8時45分
荒川河川敷
( 千佳新柵～西新井檎間)

観
光
協
会
で
は
、
区
民
の
皆

さ
ん
と
共
に
、
花
火
大
会
を
つ

く
り
あ
げ
る
た
め
、
賛
助
金
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

観
光
協
会
事
務
局

(中
央
本
町
庁
舎
・
商
工
振

興
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

統
合
新
庁
舎
の

建
設
計
画
進
行
中

「2
1
世
紀
を
に
な
う
新
し

い
タ
イ
プ
の
庁
舎
」
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

新
し

い
タ
イ

プ
の

庁
舎

と
は

‥

足
立
区
庁
舎
建
設
審
議
会

の
答
申

、
お
よ
び
新
庁
舎
建

設
基
本
構
想
で
は
次
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す

。

・

庁
舎
施
般
・
機
能
の
助
向

▽
社
会
経
済
環
境
の
変
化
、

高
度
情
報
化
社
会
の
到
来

に
対
応
で
き
る
庁
舎

▽
議
会
棟
・
行
政
棟
に
加
え

情
報
・
防
災
セ
ン
タ
ー
、

多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
の
区

民
交
流
施
設
の
機
能
を
有

す
る
庁
舎

圏
新
庁
舎
に
導
入
す
る
施
般

・
機
能

▽
議
会
・
行
政
機
能
・
:
効
率

性
・
審
美
性
(

サ
イ
ン
)
　

・
快
適
性
の
充
実

▽
高
齢
者
、
身
体
に
障
害
の

あ
る
方
へ
の
利
便
機
能
…

安
全
性
、
審
美
性
(
サ
イ

ン
)
な
ど
施
設
の
配
慮

▽
情
報
セ
ン
タ
ー
・
区
民
交

流
機
能
・
:
区
政

、
生
活
文

化
情
報
の
提
供
や
区
民
相

互
の
交
流
、
情
報
交
換
の

で

き

る

施

設

と

機

能

▽

総

合

防

災

セ

ン

タ

ー

機

能

・
・・
区

民

の

生

命

、
財

産

の

安

全

を

確

保

▽

交

通

利

便

機

能
・
:
来

庁

者

用

の

駐

車

場

の

確

保

な

ど

▽
地
域
環
境
と
の
融
合
的
機

能
・
:
中
央
公
園
と
の
一
体

的
整
備
な
ど

・

新
庁
舎
の
規
模
と
建
般
日

程
▽
規
模
・
:
将
来
の
行
政
需
要

の
増
大
を
考
慮
し

。
延
床

面
積
は
6

万
2
千
㎡
確
保

し
ま
す

▽
建
設
日
程
…
平
成
4

年
度

着
工
、
平
成
7
年
度
完
成

を
目
指
し
ま
す

統
合
新
庁
舎
の
建
設
に
つ

い
て
は
、
昭
和
6
3
年
杪
一
月
に
　

「
足
立
区
役
所
の
位
置
を
定

め
る
条
例
」
が
区
議
会
の
特

別
多
数
議
決
(
%
以
上
の
賛

成
が
必
要
)
で
可
決
さ
れ
て

以
来

、
こ
れ
ら
の
基
本
的
な

考
え
方
に
基
づ
い
て
進
め
て

き
ま
し
た
。

な
お
引
き
続
き

。
新
庁
舎

建
設
基
本
設
計
の
概
要
を

、

「
あ
だ
ち
広
報

」
7
月
1
5日

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

。

A
庁
舎
建
設
室
V

イ ベ ン ト

いろいろ
川 体 験

アウト ド ア イベント
イ ン ア ラ カ ワ ' 91

7月21日(日)開催!

皆
さ
ん
に
、
河
川
に
親
し
ん

だ
新
し
い
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ラ
イ

フ
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め

「
ア
ウ
ト
ド
ア
ー
イ
ベ
ン
ト

ー

イ
ン
ーア
ラ
カ
ワ
9
1」
を
閧
催

し
ま
す
。

当
日
は
、
村
田
兆
治
氏
の
野

球
教
室
を
始
め
、
突
撃
ダ
ン
ス

ホ
ー
ル
の
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー

ト
、
お
子
さ
ん
に
人
気
の
ジ
ェ

ッ
ト
マ
ン
シ
ョ
ー
、
屋
形
船
に

よ
る
荒
川
遊
覧
な
ど
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
を
、
た
く
さ
ん
用
意
し

て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ

、お
で
か
け
く
だ
さ
い

。

日
時
7

月
2
1日
(
日
)
、
午
前

1
0時
I
午
後
7
時

場
所
荒
川
河
川
敷
「虹
の
広
　

場
」と
そ
の
周
辺
(
荒
川
右
　

岸
J
R
常
磐
線
鉄
橋
～
千
住
　

新
橋
間
)

※
詳
細
に
つ
い
て
は
「
あ
だ
ち

広
報
」7

月
1
5日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
調
整
課

　
(
3
8
8
　
0
)
5
2
0
1
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福

祉

日
常
生
活
に
支
障
あ

る
高
齢
世
帯
の
方
へ

住
宅
改
造

費
の
助
成

高
齢
世
帯
の
住
宅
を
快
適
で

便
利
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、

住
宅
改
造
費
の
助
成
を
行
い
ま

す
。
た
だ
し
、
所
得
に
応
じ
費

用
の
負
担
が
あ
り
ま
す
。

対
象
6
5
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
お
よ
び
夫
婦
の
み
の
世
帯

で
、入
浴
、
排
せ
つ

調
理

移

動
等
の
日
常
生
活
動
作
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
方

助
成
種
目

浴
室
、
玄
関
等
、

台
所
、
ト
イ
レ

S
用
負
担
基
準

表
1

の
と
お

り
申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
事

務
所
(
表
2
)

届
き
ま
し
た
か

(福
)医
療
証

⑤
老
人
医
療
費
助
成
制
度

は
、
保
険
診
療
の
自
己
負
担
額

(
本
人
一
郡
負
担
金
を
除
く
)

を
助
成
す
る
都
の
制
度
で
す
。

区
で
は
こ
の
制
度
に
該
当
す
る

方
に
、
7
月
1
日
か
ら
使
用
す

る
⑤
医
療
証
を
送
り
ま
し
た
。

受
給
資
格
が
あ
る
の
に
ま
だ

一

医
療
証
が
届
か
な
い
方
、
最

近
転
入
し
て
ま
だ
一

医
療
証
の

申
請
を
し
て
い
な
い
方
、
そ
の

他
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

咳
当
す
る
方

▽
足
立
区
に
住

所
が
あ
り
、
大
正
1
0
年
7
月

2
日
か
ら
大
正
1
5
年
6

月
3
0
　

ま
で
に
生
ま
れ
た
方

▽
"
一
民
健
康
保
険
加
入
者
お

よ
び
社
会
保
険
等
の
被
扶
養

者▽
所
得
制
限
額
(
表
3
)

以
下

の
所
得
の
方

※
た
だ
し
、
老
人
保
健
法
の
医

攅
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
や

生
活
保
護
(
医
療
扶
助
)

受
給

者
、
社
会
保
険
等
の
被
保
険
者
(

本
人
)
の
方
は
該
当
し
ま
せ
へ

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
　

・
老
人
医
療
佩

ひ
と
り
親
家
庭
の
方

国
民
宿
舎
を
無
料

で
利
用
で
き
ま
す

母
子
・
父
子
家
庭
の
方
に
、

ひ
と
り
観
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
親
子
そ

ろ
っ
て
の
宿
泊
旅
行
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

宿
泊
場
所

熱
海
。伊
豆
熱
川
、

大
島
な
ど
9
ヵ
所

宿
泊
料

無
料
(
た
だ
し
、
入

湯
税
等
は
自
己
負
担
)

※
年
度
内
2
泊
ま
で
。

申
込
方
法

各
施
設
へ
予
約

利
用
券
の
交
付
手
続
き

予
約

後
。
各
福
祉
事
務
所
ま
た
は

児
童
助
成
係
で
利
用
券
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ひ

と
り
親
家
庭
が
確
認
で
き
る

も
の
を
持
参
(
母
子
年
金
、

児
童
扶
養
手
当
証
气

育
成

手
当
支
払
通
知一
な
ど
)

申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
事

務
所
(
表
2
)
ま
た
は
本
庁

舎
(
千
住
)・
児
童
助
成
佩

足
立
区
生
業
資
金

貸
付
対
象

一
般
の
金
融
機
関

か
ら
融
資
を
受
け
る
こ
と
が

困
難
で
、
こ
の
資
金
を
借
り

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
独
立

の
生
計
が
立
て
ら
れ

次
の

要
件
に
該
当
す
る
方

▽
区
内
に
1

年
以
上
居
住
し

て
い
る

▽
原
則
と
し
て

、
世
帯
の
生

計
を
立
て
る
住
民
登
録
上
の

世
帯
主
で
あ
る

▽
事
業
を
拡
充
ま
た
は
新
規

に
始
め
る

▽
住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な

い▽
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
I
　

人
っ
け
る

貸
付
限
度
額
1

世
帯
あ
た

り
、
図
万
円
以
内

利
率

年
‥一一
%
(

据
置
期
間
中

は
無
利
子
)

返
済
方
法
6
0

回
元
利
均
等
償

還
(
6

ヵ
月
据
置
)

申
込
方
法

申
込
書
を
貸
付
係

に
提
出
(

用
紙
は
区
民
事
務

所

福
祉
事
務
所
に
も
あ
り

ま
す
)

受
付
期
間
7

月
1
5日
ふ
'
一
日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

(
千
住
)
・
貸
付
係

ご
存
じ
で
す
か

入
院
時
一
部

負
担
金
の
特
例

7
0歳
以
上
(

一
定
の
障
害
の

状
態
に
あ
る
方
は
6
5
歳
以
占

で
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
方
は

、
入
院
時
の

一
部
負
担
金
は
1

日
槇
円
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
次
の
2
つ
の

特
例
が
あ
り
ま
す
。

▽
低
所
得
の
方
(

特
別
区
民
税

非
課
税
世
帯
の
老
齢
福
祉
年

金
受
給
者
)
・・・
2
ヵ
月
間
、

1
日
跏
円

、
以
後
無
料

▽
特
定
疾
訶
の
方
(
人
工
腎
臓

を
使
用
し
て
い
る
慢
性
腎
不

全
・
血
友
病
)
…
月
ご
と
に
1
　

万
円
を
限
度
と
し
ま
す

※
該
当
す
る
方
(

認
定
証
等
が

必
要
で
す
)

は
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)
・
老
人
医
療
係

表1 住宅改造費助成費用負 担基準額表

備 考

1 この表で「 扶養 親族等 」とは、所得税法( 昭和40 年法 第33 号) に規定する

扶養親族およ び控除対象配綢者をいう。

2 こ の表で「2 人 世帯」とは、生計中心者に扶養観族辱 が1 人ある場合をいい 、

「1 人世帯」とは、生計中心者に 扶養 親族等がない場合をいう 。

3 こ の表は、 前年の所得を基準とする。

4 扶養親族等か所碍税法に規定する老人扶養親族、老人 控除対象配偶者彦たは 特定

定扶養親族( 以下「老人扶養親族等」という) である葛合は、この表に基づく所 得

基準額に当該老人 扶養親族1 人につき10 万円を加算覃るものとする。

表2 福祉事務所一覧

表3 平成3 年度傭)所得制限基準額

※ 2 人以上は原則とし て35 万円を加算
※ 所得は平成2 年中のも のが対象

年
金
・
保
険

国
民
年
金

6
0歳
説
明
会

年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給

手
続
き
に
つ
い
て

、6
0
歳
を
迎

え
た
方
を
対
象
に
説
明
会
を
行

い
ま
す

。

日
時
7

月
2
6日
(
金
)
、
午
前

1
0時
と
午
後
2

時
の
2

回

場
所

中
央
本
町
庁
舎
3

階
会

議
室

対
象

昭
和
6
年
8

月
2
日
か

ら
9

月
1

日
生
ま
れ
の
方

(
対
象
者
に
は
別
途
通
知
)

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
適
用
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

ご
存
じ
で
す
か

保
険
料
の

免
除
制
度

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
と

、
将

来
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

経
済
的
な
事
嘴
や
傷
病
な
ど

の
理
由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
に
は
、
保
険

料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

。

手
続
き
は
、
国
民
年
金
課
ま

た
は
、近
く
の
区
民
事
務
所
へ

。

※
印
か
ん

、
年
金
番
号
が
わ
か

る
も
の
(
納
付
書
、
年
金
手
帳
)

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
保
険
料
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

国
保
「
海
の
家
」

「
山
の
家
」案
内

国
民
健
康
保
険
で
は
、
今
年

も
民
宿
等
を
借
り
上
げ
て
「
海

の
家
」
と

「
山
の
冢
」
を
夏
休

み
期
間
中

、
開
設
し
ま
す
(

表
4
)

。
施
設
に
よ
っ
て
は

。ま
だ

空
室
が
あ
り
ま
す
の
で

。
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

申
込
方
法

空
室
の
有
無
に
つ

い
て
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で

問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
使
用

料
(
部
屋
代
)
を
添
え
て
直
接

窓
口
へ

※
区
民
事
務
所
で
は
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
国
民
健
康
保
険
課
庶

務
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
て
い
る
方

現
況
届
の
提
出

を
忘
れ
ず
に

次
に
該
当
す
る
国
民
年
金
を

受
け
て
い
る
方
の
「
受
給
権
者

現
況
届
」
の
提
出
は
、7
月
末

日
で
す
。

▽
2
0歳
前
の
病
気
や
ヶ
ガ
に
よ

る
障
害
基
礎
年
金

▽
障
害
福
祉
年
金
か
ら
切
り
替

え
ら
れ
た
障
害
基
礎
年
金

▽
母
子
福
祉
年
金
か
ら
切
り
替

え
ら
れ
た
遺
族
基
礎
年
金
　

「
現
況
届
」
は
、
引
き
続
き

年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

手
続
き
で
す

。

6
月
下
旬
に
届
出
用
紙
を
郵

送
し
ま
し
た
の
で

、
必
要
事
項

を
記
入
・
押
印
し

、
区
長
の
証

明
印
を
受
け
た
上
で
提
出
期
限

ま
で
に

、
国
民
年
金
課
へ
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
国
民
年
金
課
給
付
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

お
し
ら
せ

図
書
館
の

臨
時
休
館

図
書
の
特
別
整
理
の
た
め
、

次
の
図
書
館
が
休
館
し
ま
す
。

や
よ
い
・
東
和
・
舎
人
・
保

塚
・
異
本
図一
館

期
間
7
月
1
2
～
2
1
日

大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ほ
か
の
図
書
館
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

交
通
災
害
共
済
制

度
が
変
わ
り
ま
す

1
0月
1
日
か
ら

交
通
災
害
共
済
制
度
は
、2
3

区
共
同
の
事
業
で
、
不
幸
に
し

て
事
故
に
あ
っ
た
場
合
に
見
舞

金
を
お
支
払
い
す
る
制
度
で

す
。交

通
戦
争
と
呼
ば
れ
る
社
会

脾
勢
の
中
、1
0
月
1
日
か
ら

共
済
掛
金
の
3
コ
ー
ス
選
択
制
(
5
0
0

円
コ
ー
ス

、
千
円
コ
ー
ス
2

千
円
コ
ー
ス
)

見
舞
金
の
最

高
額
(
伽
万
円
)
、
交
通
遺
児
見

舞
金
の
新
設
を
含
め
た
制
度
改

正
を
行
い
ま
す

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)

交
通
災
害
共
済

生
活

環

境

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

は
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

表
5
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
菅
分

室酋
(
3
6
0
2
)
8
8
2
2
　

な
お
、
水
洗
化
工
事
費
の

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り

ま
す
。
工
事
前
に
申
爾
し
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

・
計
画
調
整
課
助
成
係
　
S
(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表4 国保「游の家 」「山の家」施設一覧表
〈瀞の家〉

〈山の家〉

1 田屋の定員…… 6 豊一4人、75 豊一5人、8星一5人、9 畳一4人、10豊一6人、1棟6 人

表5 水洗化可能地域

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

人
権
の
尊
重
(
2
)

平
和
と
基
本
的
人
権
を
保

障
す
る
「
世
界
人
権
宣
言
」

が
1
9
4
8

年
第
三
回
国
連

総
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
宣
言
の
理
念
を
よ
り
具

体
化
す
る
た
め
に
「
国
際
人

権
規
約
」
が
1
9
6
6

年
、

第
2
1
圖
'
一
連
総
会
で
採
択
さ

れ
、
そ
の
後
1
0
年
を
経
て
発

効
し
ま
し
た
。

こ
の
規
約
は
人
間
の
生
存

槽
を
国
が
保
障
し
、
人
権
の

尊
重
は
0
家
の
義
務
で
あ
る

こ
と
を
国
際
的
に
定
め
た
も

の
で
、
二
つ
の
規
約
と
選
択

鍬
定
S
か
ら
臑
っ
て
い
ま

す
。「

経
済
的
、
社
会
的
お
よ

び
文
化
的
権
利
に
関
す
る
国

際
規
約
」
は
、
労
働
基
本
権
、

教
育
に
関
す
る
権
利
な
ど
の

社
会
権
の
保
障
を
、「
市
民
的

お
よ
び
政
治
的
権
利
に
関
す

る
国
際
規
約
」
は
、
生
命
の

尊
厳
、
思
想
・
良
心
・
表
現

の
自
由
な
ど
の
自
由
権
の
保

障
を
め
ざ
し
て
ま
す
。

わ
が
国
も
。
こ
の
規
約
を

批
准
し
、
国
際
的
な
人
権
尊

重
国
家
の
仲
間
入
り
を
し
ま

し
た
。

国
際
婦
人
年
、
国
際
障
害

者
年
等
を
契
機
に
、「
男
女
雇

用
機
会
均
等
法
」
が
制
定
さ

れ
る
な
ど
、
人
権
尊
重
の
機

還
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
は
、
本
庁
舎

♀

住
)・
同
和
対
策
担
当
へ
。

建
設
工
事

施
工
統
計
調
査

調
査
対
象
の
事
業
所
に
は
調

査
票
を
送
付
し
ま
し
た
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中央本町庁舎・
区民課統計係S38805033
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健

康

両
親
学
級
へ
の

お
誘
い

新
し
く
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
に
な
る
方

妊
娠
中
の
栄
養
に
つ
い
て
、

専
門
家
の
話
を
闖
い
て
み
ま
せ

ん
か
。
特
に
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や

鉄
な
ど
微
量
成
分
が
不
足
し
た

り
。
妊
娠
中
毒
な
ど
の
予
防
や

ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
心
配
な
方
は

ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

日
時
7

月
1
6日
(
火
)
、午
後

1
時
3
0分
I
3
時
3
0分

場
所

千
住
保
健
所
、
講
堂

講
師

岡
崎
光
子
氏
(
女
子
栄

養
短
期
大
学
教
授
)

定
員
5
0
人
(
先
着
順
)

申
込
方
法
7

月
8
日
か
ら
電

話
予
約

柬
母
親
学
級
に
参
加
し
た
方
、

こ
れ
か
ら
参
加
予
定
の
方
も
申

し
込
み
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

千
住
保
健

所豐
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

ご
利
用
く
だ
さ
い

訪
問
看
護
指
導

現
在
、
区
で
は
寝
た
き
り
の

方
を
対
象
に
、
訪
問
看
護
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

対
象

在
宅
で
4
0歳
以
上
の
寝

た
き
り
の
方
、
ま
た
は
こ
れ

に
凖
ず
る
方
の
い
る
家
庭

指
導
内
容

家
庭
に
お
け
る
療

養
指
導
、
看
護
指
導
、
機
能

訓
練
指
導
な
ど
。
諸
制
度
の

活
用
法
の
指
導

訪
問
回
数

お
お
む
ね
月
1
回

申
込
・
問
合
せ
先

各
保
健
所

・
保
健
相
談
所

歯
科
衛
生
相
談

お
と
な
の
方
も

ご
利
用
く
だ
さ
い

最
近
、
歯
や
歯
ぐ
き
の
状
態

は
い
か
が
で
す
か

。
囗
の
中
の

こ
と
で
、何
か
心
配
な
こ
と
や
、

相

談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
方

は

、
千
住
保
健
所
の
歯
科
相
談

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
が

相
談
に
応
じ
ま
す

。

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

千
住
保
健

所き
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

「
た
か
が
歯

さ
れ
ど
歯
」

一
生
、
自
分
の
歯

で
食
べ
る
た
め
に

。年
を
と
っ
た
ら
歯
は
抜
け

る
も
の
″
と
あ
き
ら
め
て
い
る

方
、
今
か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま

せ
ん

。
自
分
の
努
力
で
自
分
の

歯
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

す

。

日
時
7

月
1
1
日
(
木
)
、
午
後

1
時
4
5分
か
ら

場
所

産
業
振
興
館

内
容
▽
健
康
診
断
(
費
用
圈
　

円
)
、受
付
時
間
午
後
1
時
4
5
　

分
～
2
時
4
5
分
▽
講
演
会
　
　

「た
か
が
歯
、さ
れ
ど
歯
」　
　

(
無
料
)
午
後
2
時
1
5
分
　
～

3
時
3
0分

講
師

佐
藤

晃
一
氏
(

歯
科
医
)

▽
展

示
コ
ー
ナ
ー
・・・
成
人
病
予
防

の
食
事
モ
デ
ル

、
看
護
用
品

等
問
合
せ
先

千
住
保
健
所

昔
(
3
8
8
8
)
4
2

了
7

募

集

足
立
区
職
員

(
保

母
)

選
考
日
9

月
2
9日
(
日
)

採
用
予
定
年
月
日

平
成
4
年

4
月
1
日
以
降

募
集
人
員
H

類
・
:約
4
0人
、

Ⅲ
類
・・・
若
干
名

受
験
資
格
H

類
…
昭
和
3
7年

4
月
2
日
か
ら
4
7年
4
月
1
　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
保
母
資

格
を
有
す
る
方
の
中
で

、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
厚
生
大
臣
の
指
定
す
る
保

母
養
成
所
を
卒
業
し
た
方

(
平
成
4
年
3

月
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
方
も
可
)

②
平
威
3
年
度
以
降
の
保
母

試
験
に
合
格
し
た
方

③
保
母
資
格
取
得
後
実
務
経

験
2
年
以
上
の
方

m
類
…
昭
和
3
7
年
4
月
2

日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
保

母
の
資
格
を
有
す
る
方

申
込
方
法

履
歴
書
1
通
を
持

参
ま
た
は
郵
送

受
付
時
間

午
前
9

時
～
午
後

5
時
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

申
込
期
限
9

月
4
日
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

本
庁

舎

(
千
住
)
・
人
事
係
(
〒
1
2
0

千
住
―
4
1
8
)

特
別
区
職
員

(Ⅲ
類
・
保
健
婦
)

試
験
日
1
0

月
6
日
(
日
)

採
用
予
定
年
月
日

平
成
4

年

4
月
1
日
以
降

職
種
お
よ
び
受
験
資
格
等

表

6
の
と
お
り

郵
送
申
込
期
限
9

月
4
日
消

印
有
効

持
参
申
込
期
限
▽
都
内
各
区
　

役
所
・
・
・
9
月
9
日
～
1
1
J
日
　

▽
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
　

局
試
験
課
…
9
月
9
日
～
杪
一

※
い
ず
れ
も

、
午
前
1
0
時
か
ら

午
後
5
時
ま
で

。

申
込
書
類
配
付
場
所

都
内
各

区
役
所
・
特
別
区
人
事
委
員

会
事
務
局
試
験
課

郵
送
申
込
・
問

合
せ
先

特
別

区
人
事
委
員

会
事
務
局
試

験
課

〒
1
0
2
　

千
代
田
区
九

段
北
1
1
　

さ
(
3
2
6
　
5
)
0
6
7
　
1

第
3
回
足
立
区

野
外
彫
刻
コ
ン

ク
ー
ル
作
品

区
と
ま
ち
づ
く
り
公
社
は
、

ま
ち
か
ど
や
公
園
な
ど
に
芸
術

性
の
高
い
彫
刻
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
こ
の
彫
刻
が
、
ま
ち
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
地
域
の
人
び

と
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
よ

う

、
地
区
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決

め
て
作
品
を
公
募
し
ま
す
。

今
年
度
は

、
6
点
の
彫
刻
を

選
定
し
、
来
年
度
各
地
区
に
設

置
す
る
予
定
で
す

。

応
募
方
法

設
置
場
所
の
テ
ー

マ
に
基
づ
い
て
作
品
模
型
と

パ
ー
ス
(

完
成
予
想
図
)
を

作
威
し
、
8

月
2
6・
'
J
日
に

提
出
。
審
査
の
う
え
、
入
賞

作
品
は
、
ま
ち
づ
く
り
公
社

が
買
い
取
り
、
区
内
に
設
置

し
ま
す

※
応
募
ご
希
望
の
方
は
、
1
7
5円

切
手
を
同
封
し
、
7
月
2
6
日
ま

で
に
資
料
を
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

資
料
請
求
・
問
合
せ
先

野
外

彫
刻
展
事
務
局
(
ま
ち
づ
く

り
公
社
都
市
景
観
デ
ザ
イ
ン

室
)

〒
1
2
0足
立
区
千
住
1
　
4
1
1
8

文

化

第
1
2回
合
唱
祭

足
立
合
唱
連
盟

歌
う
こ
と
が
大
好
き
な
小
・

中
学
校
や
地
域
の
合
唱
サ
ー
ク

ル
が
美
し
い
(
I
モ
ニ
ー
を
I

か
せ
ま
す
。

日
時
7

月
1
4日
(
日
)
、午
後

1
時
か
ら

会
場

文
化
会
館
(
入
場
無
料
)

出
演
団
体
1
8
団
体

招
待
出
演

コ
ロ
フ
ォ
ン
テ

共
催

教
育
委
員
会

問
合
せ
先

合
唱
連
盟
亊

務
局
・
芳
尾
登
(
3
8
　
8
4
)
5
5
0
7
(

夜

間
)

本
庁
舎
♀
住
)

・
文
化
振
興
係

雲
仙
・
普
賢
岳
の
噴
火
災
害

義
援
金
の
受
け
付
け

区
で
は
、
被
災
地
援
護
の
た

め
本
庁
舎
(
千
住
)
と
中
央
本
町

庁
舎
に
募
金
箱
を
設
置
し
ま
し

た

。
ま
た
、
本
庁
舎
♀

住
)
・

総
務
係
に
直
接
お
持
ち
い
た
だ

い
て
も
結
構
で
す
。

期
限
7

月
1
5日

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)・
総
務
係

みんなの健康
足 立 保 健 所&38554151
干 住 保 健 所38884277
江 北 保 健 相 談 所038964004
東 和 像 ● 相 畷 所*36064171中 央本 町保 健 相談所e3SO5351
本庁售(千佳)・疉・ 予防係 口38821111 ㈹

表6

ひ
ろ

ば
※
先
着
順
で

、1
団

体
1

事
業
、3

ヵ
月

間
再
掲
載
不
可

。

投
稿
先
・・・
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
第
3
回
赤
ち
ゃ
ん
大
会

(
通
算
3
4
回
)
7
月
2
1
日
　

(
日
)
、午
前
1
0
時
～
午
後

3
時
/
千
寿
第
三
小
学
校
/

平
成
2
年
生
ま
れ
の
赤

ち
ゃ
ん
/
勝
楽
堂
病
院

酋
(
3
8
8
1
)
0
1
3
7

☆
足
立
区
農
産
物
共
進
会
7

月
6

日
(

土
)
、正
午
か

ら
/

午
後
2

時
に
野
菜
無

料
配
布
、
低
廉
即
売
/

足

立
農
協
本
店
a
(
3
8
8
7
)
7
5
0
1

=
募

集
=

☆
夏
休
み
親
子
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
(
星
の
会
)
8

月
2
5
～
2
7
日
/
那
須
甲
子

少
年
自
然
の
家
/
小
学

生
、
一
般
(
4
歳
か
ら
大

人
も
可
)
/
会
費
一
人
1

万
5
千
円
/
佐
々
木
S
　
(
3
8
8
3
)
4
4
2
6

☆
第
8
回
四
季
展
作
品

油
絵
、水
彩
、日
本
画
な
ど
/
7

月
1
2～
1
7日
/
西
新

井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
/
初

心
者
出
品
歓
迎
/
矢
沢

豐
(
3
8
9
8
)
6
8
0
8

☆
青
少
年
軟
式
野
球
(
花

畑
メ
イ
ワ
ク
ス
)
/
毎
週

日
臓
日
/
月
額
千
沺
円

(学
生
瞋
円
)
/
年
齢
問

わ
ず
/
中
村

酋
(
3
6
0
3
)
0
4
0
5

掲示

板

・

無
料
法
律
・
法
務
総
合

相
談

日
時
7

月
1
1・
杪一
日
、

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
　

(
午
後
3

時
ま
で
受
付
)

場
所

西
武
百
貨
店
池
袋

店
7

階
「
く
ら
し
の
相

談
コ
ー
ナ
ー
」

内
容

法
律
・
公
正
証
一

(
遣
言
等
)

の
作
威
、

人
檣
問
題
(
い
じ
め
、

体
罰
含
む
)
、
登
記

、戸

籍

、
国
籍
、
供
託
な
ど

(
無
料
、
秘
密
厳
守
)

問
合
せ
先

東
京
法
務
局

人
権
擁
護
部

酋
(
3
　
2
1
4
)
6
2
3
1
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文
化

会

館

廃
止
の
お
知
ら
せ

長
い
間
ご
利
用
い
た
だ
い
た

文
化
会
館
公
会
堂
は
、
平
成
4

年
8
月
1
日
、
同
じ
く
別
館
集

会
室
、
卓
球
靈
は
、
平
成
4
年
3

月
1
日
付
け
で
廃
止
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
西
新
井
駅
そ
ぱ
、
栗

原
一
丁
目
に
建
設
中
の
児
童
文

化
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
(
仮
称
)

が
完
成
す
る
ま
で
の
間
、
ご
不

便
を
か
け
ま
す
が
、
左
表
の
ホ

ー
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

ま
た
、
代
替
施
設
と
し
て
、

竹
の
筱
(
建
設
中
)
、梅
田
両
体

育
館
を
平
成
4
年
6
月
か
ら
利

用
で
き
る
よ
う
準
爾
を
進
め
て

い
嫐
T
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

「
あ
だ
ち
広
報
」7
月
2
5日
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
　

生
涯
教
育
推
進
課
・
計
画
係

霑
(
3
8
8
2
T
I
I
I

㈹

準
備
中
の
代
替
施
設

区内施設めぐり
夏休み

親子見学会

牛
乳
パ
ッ
ク
で
紙
す
き
体

験
、プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
夏
の

星
々
の
観
賞
、足
立
の
歴
史
再

発
見
な
ど
、区
内
の
施
設
を
バ

ス
で
巡
り
、夏
休
み
の
楽
し
い

思
い
出
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
7
月
2
3
・
2
4
日
、い
ず
　

れ
も
午
前
9
時
～
午
後
4
時

見
学
施
般

消
費
者
セ
ン
タ

ー
、
郷
土
博
物
館
、
教
育
セ

ン
タ
ー
、
見
沼
代
親
水
公
園

ほ
か

対
象

区
内
在
住
の
小
学
生
と

そ
の
親
(
親
子
I
人
ず
つ
に

限
る
)

定
員

両
日
と
も
1
5組
、3
0人
S

用

無
料
(
昼
食
は
各
自
で

持
参
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
親
子
の
氏
名
と
年
齢
、

学
年
、
電
話
番
号
、
希
望
日

お
よ
び
[
親
子
区
内
施
設
め

ぐ
り
希
望

と
明
記
(
―
世

帯
1
通
に
限
る
)

申
込
期
限
7

月
9
日
消
印
有

効
柬
集
合
。
解
散
場
所
は
、
本
庁

舎
♀
住
)
前
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
広
報
課

〒
1
2
0
　

千
住
1
4
1
8

昔
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

教
育
セ
ン
タ
ー

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
高
齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
扇
」(仮
称
)

平
成
5
年
度
に
開
設

現
在
建
設
中
の
「
扇

」(
仮

称
)
は

、
土
地
改
良
工
事
の

た
め
開
設
時
期
を
約
1
年
延

期
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

A
高
齢
化
社
会
対
策
室
V

情 報 コ ー ナ ー

世帯と人口( 3 年6 月1日現石E)
世 帯249, 274
人 口643, 598 人
男327067 人
女316, 531 人

生活リーダー講座
身近な問題

みんなで考えます
生活環境の改善や資源の有効利

用のために、わたしたちが地域で
できることはいろいろあります。
この講座は、地域で活躍し よう
という方、身近な暮らしを良くし
たいと考えている方を対象に行い
ます。気軽に参加しませんか。
日程 下表のとおり
場所 女性総合センタ ー
対象 区内在住の方
定員40 人程度( 抽選)
費用 無料
申込方法 直接窓口または電話
申込期限7 月15日
申込・問合せ先 あしたの足立を
つくる区民協議会事務局( 中央
本町庁舎・コミュニティ推進課
内) 03880 ―5199

○ 開講時間は午後1時3{汾～3時30分までです。
○ 場所、日程、内容については一郡変更になる
楊合もありま 覃。

第44回 区民水泳競技大会(兼墨東五区水泳大会予選会)
日時8月18日( 日) 、午前9時開会　　
( 午前8時～8時45分受け付け)

場所 総合スポーツセンタープール
参加資格 小学5 年生以上の区内在
住・在勤・在学の方

参加費 小 ・中学生1DO円、高校生
300円、一般500円、リレ ー( 1 団
体) 1〔〕00円( ただし、小、中学生
およびフ ァミリーリレーを除く)

競技種目 右表のとおり
申込方法 体育協会にある所定の申
込用紙に必要事項を記入。参加費
を添えてお申し込みください
※ 小、中学生は、大会当日、保護者
または、引率者の同伴が必要です。
申込期限7 月19日
申込・問合せ先( 財) 体育協会事
務局03882 ―1111㈹

・。。し 小・中学校はa 校1 種目3 人以内とする。( リレー、フヌミリーリレーを慇く)

cI 人2 種目までとし。小・中学生は1 人1 種目と耀る。( リレー、ファミリ ーリレーを除く)
り 小・中高校生の参加は、通李している学校でまとめて申し込む。
c 年齢は大会日と寸る。c ☆は墨東五区大会予圃 ● 目。

夏休み　こども消費者講座
色について考える
小。中学生を 対象に子ども消費

者篤庫を実施します。草木染めや
ヶ キづくりを 通し て色について
学びます。
日時7月; X】・31日。午後1時～　
3 時

。i 象小学4年生～中学生
定員; 簣】人
竇用 無科
申込方法7 月10日から電話予約
場所・申込・問合せ先
消費者センターS9 攪如5385

郷土博物
館 講演会 江 戸 前 夏 の 夜の 夢
組上げ燈籠絵と切り抜き細工絵を中心に

細工絵とは、1 枚の絵を組み立て
て遊ぶ浮世絵。何の変哲もない絵を
芝居の1 場面や商家の店先などに組
み立てていくことは、当時の人々に
とって楽しみのひとつでした。
具体的な作品を紹介しながらの楽

し い講演です。
日時7 月21日( 日) 、午後2 時

講師 アン・ヘリング氏( 児童文化
史研究冢)
定員120 人
費用 無料
申込方法 電話
場所・申込・問合せ先

郷土博物館83620 ―9393

青年 セ ンタ ーの 催 し
映像で見る世界 アフリカと私たち

―何 が求めら れているか ―

アフリカが今、どのような現状で
私たちに何かできる のかを 考えま
す。
日時7月17日( 水) 、午後7時～8

時30分
内容 卜 天と地の間( はざま) で
一再び飢えのためにー( 日本赤十
字社) キリマンジャロに響く
歌声( 家族計画国際協力財団)

費用 無料
申込方法 当日直接会場へ

子育てサロン
応援しま すあなたの子育て

子育て仲間と悩みや感じたことを
話し合つてみませんか。お子さ んの
保育も行います。
日時7月10日( 水) 、午前1C時～正午
費用 無料( 保育の保険料は別に必
要です)

申込方法 当日直接会場へ

いっしょ に「子育て通信」
を作り ませ んか?

子育てのこんなことを知りたい、
こんな体験を伝えたい。そんな思い
を「子育て通信」作りに生かし てみ
ませんか。
日時7月19日( 金) 、午前1( x時～正午
対象 子育て中のお母さん
申込方法 電話

いずれも
場所・申込・問合せ先

青年センタ ー03890 ―0061

くらしに役立つテスト教室

食品添加物
食品には原材料以外にも種々の

添加物が表示されるようになりま
した。
これらの添加物の性質や使用目
的を一緒に学びませんか。
日時7月19日( 金) 、午後1時～　
3 時

定員2{ } 人
費用 無料
申込方法 電話または直接窓口
場所・申込・問合せ先
消費者センター3880 ―5385

スズムシ をさ しあげ ます

元渕江公園生物館で飼育したス
ズムシを無料でさしあげます。
配布日7 月27・28日
配布場所 元溯江公園生物館
申込方法 往復ハガキに「スズム
シ希望」と書き、返信用ハガキ
に住所、氏名、電話番号を記入

※ 応募多数の場合は抽選
申込期限7 月16日消印有効
申込・問合せ先 東部公園管理事
務所( 〒120綾瀬2 ―30―6 、き
3602―8836)

7 月の安売りデー
青果物7 月17日(水)・・・黄緑のノボ
リのあるお店

魚7 月19日〔金〕… 青いノボリのあ
るお店

主催 に東京都青果物商業協同組合

千住・西新井・綾瀬支部 じ>関東
水産物商業協同組合西新井・千住
支部
後援 足立区

k
RECYCLEPAPER
森 林資 源を大切に

SI 255, 000


